
側面から考察する必要があると想われる｡

そこで次年度は,オスの攻撃行動がどのような

状況でおころのか,それに対してメスはどう対処

するのか等について,交用糊と非交尾期に詳細な

史料を得ることで,上記の仮説に節諭を出す予定

である｡

ニホンザルにおける薬用植物の摂食とその効果

佐竹元吉･下村講一郎(国立荷試 ･筑波 )

,野生ニホンザルの動態調査グループが志賀及び

厨総で調査した食性に関する報告の中に多数の薬

用植物が食用に供されている｡

志賀では食用にした193種の植物申49モ如,'苑開

植物であり,房総では218位申30位が薬用植物と

考えられる｡

これらの中で盃要な薬用植物はイヌガヤ,ハイ

イヌガヤ,コナラ,ヤマグワ,オオイタドリ,タ

ムシバ,ホウノキ,コブシ,アケビ,ミツバアケ

ど,トリアシシ,ウマ,マンサク,ノイバラ,サ

クラ類,クズ,キハダ,サンショウ,ニガキ,ト

チノキ,ケンポナシ,マタタビ,ウコギ,ウド,

タラノキ,シシウド,アオキ,シャクナゲ,オオ

バコ,ニワトコ,キカラスウリ,ヨモギ,ヤマノ

イモ,オシダ等である｡

野生ニホンザルが多くの薬用植物を摂食するこ

とがわかったので,生懐観察用ニホンザルに対し

て,摂食行動の観察を行った｡実験に用いた薬用

植物はチョウセンニンジン(根 ),キキョウ(板),

シャクヤク(根 ),カノコソウ(板 ), トウキ

(根),センブリ(全軍),オウレン(菜と根茎),

ネハプ(枝 )の11種類である｡

摂食行動が見られたのは,センブリ,オウレン,

キハダの8種類であった｡他の8種には摂食行動

が見られなかった.根を食する行動が見られず,

地上部の緑色の植物に摂食行動が見られた｡

摂食行動が見られた8掛 ま胃腸薬として,析用

されている植物であるので,ニホンザルの生化学

的及び疫学的検討も考えたが,摂食爪が少ないの

で,今回は検討を行わなかった｡今後,燕用植物

を飼料に配合して,服用させ,この両での検討を

行いたい｡

各種延長頬動物のヒト赤血球型活性と細胞内小

器官内の血液型抗原分布

永野耐逝･花安選外 ･大曲 徴(金沢大 ･

医)

I言古モ班 良和血球のヒト赤血球抗原型活性
20校68頭の血掛 こついて6石Iiの叩眼モノクロ

ーナル抗体(MoAb)を含むヒト亦血球抗原型判

定用試薬で凝集反応および解放法により検充した｡

従来の抗血清でチンパンジーはA型,テナガザル

はBまたはAB型,ヒヒ,大部分のマカカ周,ヨ
ザル,リスザル,ワタポウシタマリン,オオガラ

ゴはB型,フサオマキザルはAB型,ブタオザル
は0帥型活性を示した.チンパンジー,テナガザ

ル,ヒヒ等ではMoAbでも上記同様の型活性を示
した｡MN型では,チンパンジー,ヒヒ,マカカ

屈,ヨザル,ワタポウシタマ.)ン,オオガラゴ等

が弱いM活性を示したが,抗MMoAbでは全例

陰性であった｡N拓性はチンパンジーのみ勘性で

あった｡Lewis活性はチ>パンジーなど8位でLe

(a-b+)型,ニホンザルやベニガオザルで Le

(a+b-)と(a-b+)の両型がみられた｡
l 赤血球膜栂タンパクのヒト赤血球抗原型活

性

チンパンジー,ヒヒおよびニホンザルの赤血球

膜をSDS-PAGE後タンパクおよはPAS両染色
を行うと,ヒトのバンドとは異なる様々のバター

ンを認めた｡現在更に検討を進めていろ｡

皿 免疫紐n化学的方法による組綴細胞内血液

型活性の検索 :ニホンザル5例の光顕組綴切片

(ホルマリン固定･パラフィン包埋 )を作製し,

モノクローナル抗体とbiotin-avidin法で検索

した｡

ABO的悟性 :5例中3例でB活性,2例でH

活性が血管内皮,肺臓腺房細胞と胃粘膜に認めら

れ,血管内皮と同一活性が,肺胞上皮(B2例,

Hl例),尿細管の一部(B,H各1例 )と小股

枯畷(8例中Bl例,H2例)で検出された｡

Lewis活性 :Lea活性は肺胞上皮(8例),大

型肝内胆管(1例),腎臓鵜合管と尿細管の一部

(4例 ),肝臓中田(8例),田･小脳･大隅枯

膜と血管内皮(1例)に,Leb活性は大型肝内胆

管(1例),肺臓原田細胞･中腎(4例)と前記

消化管粘膜で認められた｡以上,本観察条件下で

は,赤血球股のABO帖 性,肝臓小袋問胆管の
-65-


